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　本会では、令和７年度に第４次佐用町地域福祉推進計画の期間が満了することから、４月より第５次計画策定に向けた協議
を進めています。この地域福祉推進計画とは、「みんなが協力して福祉のまちづくりを推進すること」を目的にした「活動・
行動計画」です。
　６月６日には各種団体代表者等で構成された第１回策定委員会が開催され、委員長に、兵庫大学生涯福祉学部社会福祉学科
の小林茂教授、副委員長に佐用連合自治会の山本康則副会長が選任されました。
　今後、第４次計画の成果と反省をふまえ、地域の福祉課題の把握や整理を行いながら、協議を重ね、よりよい第５次計画につ
なげていきたいと思います。

第５次佐用町地域福祉推進計画策定委員会が始動しました
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  （単位：円） 

資産の部 負債の部 

流動資産 88,537,287 流動負債 73,634,586 

固定資産 377,397,088 固定負債 133,060,591 

  負債合計 206,695,177 

  純資産の部 

  基本金 4,000,000 

  国庫補助金等特別積立金 5,440,255 

  その他の積立金 253,035,773 

  次期繰越活動増減差額 ▲3,236,830 

  純資産合計 259,239,198 

資産合計 465,934,375 負債及び純資産合計 465,934,375 

 （単位：円） 

サービス活動収益 417,387,255 

サービス活動費用 448,793,589 

サービス活動増減差額 ▲31,406,334 

サービス活動外収益 1,751,007 

サービス活動外費用 0 

サービス活動外増減差額 1,751,007 

経常増減差額 ▲29,655,327 

特別収益 1,299,900 

特別費用 1,299,900 

特別増減差額 0 

当期活動増減差額 ▲29,655,327 

前期繰越活動増減差額 23,174,902 

当期末繰越活動増減差額 ▲6,480,425 

基本金取崩額 0 

その他の積立金取崩額 3,244,400 

その他の積立金積立額 805 

次期繰越活動増減差額 ▲3,236,830 

 （単位：円） 

事業活動収入 419,138,262 

事業活動支出 451,838,353 

事業活動資金収支差額 ▲32,700,091 

施設整備等収入 1,299,900 

施設整備等支出 1,649,900 

施設整備等資金収支差額  ▲350,000 

その他の活動収入 34,719,592 

その他の活動支出 27,836,085 

その他の活動資金収支差額 6,883,507 

予備費支出 0 

当期資金収支差額 ▲26,166,584 

前期末支払資金残高 53,752,285 

当期末支払資金残高 27,585,701 

（単位：円） 

人件費支出 342,893,999 

事業費支出 60,277,130 

事務費支出 41,347,497 

助成金支出 7,283,727 

負担金支出 36,000 

計 451,838,353 

（単位：円） 

会費収入 5,597,700 

寄附金収入 1,418,033 

経常経費補助金収入 84,230,406 

受託金収入 23,837,306 

事業収入 9,221,280 

介護保険事業収入 155,323,121 

老人福祉事業収入 121,579,661 

障害福祉サービス等事業収入 11,512,290 

受取利息配当金収入 189,603 

その他の収入 6,228,862 

計 419,138,262 

◆ 理事会 5回  ◆評議員会 3回  ◆監事監査 1回 

◆ 正副会長会 13回    ◆ 財政基盤の安定 

◆ 第 4次地域福祉推進計画（さようふくしプラン）評

価委員会による評価の実施 

◆ 財政基盤の安定 

   ①一般・賛助会員の募集と取り組みの強化 

   ②補助金・助成金・受託金の適正化 

   ③善意銀行の預託金を有効に活用 

     金銭預託  92件（1,291,983円） 

     物品預託 326件（古切手、食材等） 

◆ 事業継続に向けた取り組み 

   ①事業継続計画（ＢＣＰ）に基づく研修等の実施 

   ②非常食等の備蓄 

① 訪問介護事業 

・延利用件数         3,725件 

② 訪問介護事業（障害福祉サービス） 

・延利用件数         1,754件 

③ 訪問入浴介護事業（地域生活支援を含む） 

・延利用件数          313件 

④ 通所介護事業（介護予防を含む） 

・延利用件数（３事業所）     12,350件 

⑤ 居宅介護支援事業（介護予防を含む） 

・延利用件数         1,740件 

資金収支計算書 

事業活動計算書 

【事業報告書及び決算書の詳細については、本会のホームページをご覧ください】 

◆公共施設の指定管理運営（2施設） 

◆過疎地有償運送事業 

・さよさよサービス（延利用回数 10,184回） 

・江川ふれあい号  （延利用回数  1,422回） 

（資金収支計算書） 

支出内訳 

 決算報告 

貸借対照表 

◆ ご近所福祉ネットワーク活動支援事業 

自治会が主体となって日常的な見守り、支え合い

の体制を構築し、身近な地域での住民相互の安心で

安全なまちづくりを支援することを目的に、83の自

治会に助成を行いました。 

◆ 独自事業の取り組み 

高齢者のつどいやオレンジカフェ、ちょこっとサ

ポート事業、福祉機器や福祉車両、イベント機器等

の貸出事業等を実施しました。 

◆ 生活困窮者支援体制強化事業 

生活困窮状態が続く新型コロナウイルス特例貸

付の借受世帯等が、安心して暮らすことができるた

めに必要な支援と、地域内のセーフティーネットの

充実を通した社会的孤立・排除の解消・予防を図る

ために、「ほっとかへんネットワーカー」を配置し、

支援を行いました。 

◆ 小地域福祉活動合同説明会の開催 

自治会長と福祉委員を対象に、小地域福祉活動に

ついての提案や助成事業の説明を、地域づくり協議

会単位を基本に 16回開催しました。 

ささえあい よりそい うまれる絆で 共生のまちづくり 

◆ 町受託事業の取り組み 

食の自立支援事業や移送サービス、生活支援体制

整備事業(まごころサービスの実施)等、9種類の事

業を実施しました。 

◆ フードドライブ活動の実施 

町及び㈱フジ（マックスバリュ佐用店）との三者

連携協定。また、フードバンクはりまとの連携によ

るフードドライブ活動を通して、生活困窮者や子ど

も食堂の支援を行いました。 

「養護老人ホーム佐用朝霧園」の維持管理及び老人ホ

ーム運営を行いました。 

令和 6年度の事業報告並びに決算は、6月 25日に開催した第 69回評議員会において

承認されました。 

今月号では、事業報告と決算報告の概要をお知らせします。 

令和６年度 

事業・決算報告 

 事業報告  

◆ 三者連絡会の開催 

各地区で福祉活動の中心的役割を担う福祉委員

と民生委員・児童委員、民生・児童協力委員との連

携をより強固にするため、三者連絡会を各地区 2回

開催しました。 

◆ ボランティアセンター運営委員会の開催 

◆ ボランティアグループへの活動助成（26グループ） 

◆ ボランティア養成講座の開催 

趣味から広がる地域活動講座（4回）、災害救援ボラ

ンティア養成講座を開催 

◆ 日常生活自立支援事業の利用促進 

認知症の高齢者や知的障がい者、精神障がい者等

の日常的な金銭管理のお手伝いをしました。 

（資金収支計算書） 

収入内訳 
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令和 7年度かがやくまちづくり応援助成事業（一般公募） 助成団体等決定！！ 

 

 
 

令和 7年度の「かがやくまちづくり応援助成」に、たくさんのご応募誠にありがとうご 

ざいました。厳正な審査の結果、下記 11団体等に総額 272,000円の助成が決定しました。 

 
団体名等 助成額 助成対象活動 

東本郷 中村地区 20,000 集落福祉学習による助け合い交流活動 

新宿自治会 18,000 グラウンドゴルフ大会（世代間交流） 

佐用川リバーステーション 13,000 おしゃべりサロンの開催等 

島脇自治会 16,000 奨学会（世代間交流） 

上町奉仕サークル 10,000 奉仕活動や環境美化活動による住民交流 

幕嵐（ばくら） 20,000 町内福祉施設での太鼓演奏 

海内山歌 35,000 海内映画上映会 

佐用オレンジスターズ 35,000 技術講習会・体験会、車いす体験、交流大会 

佐用町身体障害者福祉協会 35,000 補装具祭並びに交通安全祈願祭 

海内子供キャンプ実行委員会 35,000 海内子供キャンプ 

佐用町手をつなぐ育成会 35,000 お楽しみ会 
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「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
る

た
び
、
頑
張
れ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

上
津
中
学
校
２
年 

国
上
俊
吾 

 

こ
の
１
週
間
、
普
段
で
は
な

か
な
か
体
験
で
き
な
い
こ
と
や 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
い
ろ
ん

な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

電
動
の
お
風
呂
や
車
い
す
な

ど
は
、
初
め
て
だ
っ
た
の
も
あ

っ
て
か
、
す
ご
く
浮
い
て
い
る

よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
で
は
、
お
茶
出
し
や
利

用
者
さ
ん
と
会
話
や
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
、
髪
を
ド
ラ
イ
ヤ
ー
で

乾
か
し
た
り
す
る
の
は
、
す
ご

く
新
鮮
で
し
た
。 

 

他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
所
に
行

っ
て
、
お
弁
当
を
作
っ
た
り
高

齢
者
の
方
と
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し

た
り
す
る
の
は
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
み
な
さ
ん
、
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。 

ふれあいの里交流（三日月） デイサービス（南光） 
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ひょうごボランタリー基金

県民ボランタリー活動助成
エントリー開始！

この助成金は、兵庫県内で地域活動やボランタリー活動を行っているグループ・団体を対象

に、ひょうごボランタリープラザが実施しています。助成金の交付申請には、エントリー（事

前申込）が必要です。

★エントリー受付期間

令和7年7月1日（火）～8月8日（金）
★助成額

1グループ・団体あたり、2万円が上限の全団体一律同額
※エントリー受理数により助成額を決定されるので、2万円より減額となる可能性

があります（令和7年10月下旬に決定予定）。

★主な申請条件

・団体の構成人数が5人以上であること

・年度内にボランタリー活動を12日以上行っていること

・助成対象経費の支出が4万円以上あること
……等、条件がありますので詳しくはお問い合わせください。

【お問い合わせ先】佐用町ボランティアセンター ７８－０８３０

者 集募加参
夏休みボランティアスクール

福祉施設ボランティア体験
デイサービスってどんなところだろう？ 夏休みに体験してみよう！

【日 時】 ①令和7年８月４日（月） 13時30分～15時30分

【日 時 】 ②令和7年８月６日（水） 13時30分～15時30分

※①か②の日程で希望の日をお選びください。内容は同じです。

【場 所】 南光地域福祉センター（センターひまわり）

【内 容】 デイサービスで業務体験

【定 員】 ①②ともに先着5名

【対象者】 町内在住・在学の中学生・高校生

【参加費】 無料

【申込締切日】 令和7年7月28日（月）

【お問い合わせ・申込先】佐用町ボランティアセンター ７８－０８３０
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桑

野

才
尾
　
チ
ズ
子

早

瀬

グ
ロ
ー
リ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱

佐

用

羽

山

　
恒

男

午前8時30分～午後3時00分まで

    5月11日～6月10日受け付け分

皆

田

片

山

　
新

男

     預託者名（順不同・敬称略）

豊

福

岡

本

　
隆

文

長

尾

船

曳

　
　
淳

匿
名

上
本
郷

○
香
料
返
し
に
か
え
て

小

笹

　
好

子

真

宗

大
久
保
　
金
吾

上
石
井

船

越

平

松

米

田

※受付日：月曜日～金曜日（平日）

午前8時30分～午後5時00分まで
※運休日：日曜日・祝日・年末年始

運行曜日 運行地域

月・水・金
佐用地域、上月地域の一部地域（福吉・本郷・大垣内・皆田・南中山・来見・田和・
才金・金子・桜山・金屋・力万・須安・宇根）

火・木・土
南光地域、三日月地域、上月地域の一部地域（樫ヶ渕・越田和・判官・稗田・
久木原・小日山・目高・寄延・上上月・中上月・下上月・仁位・早瀬１・早瀬２・
家内・久崎・櫛田・円光寺・下秋里・上秋里・西新宿・大日山・小赤松・大酒）

〃
下
石
井

匿
名

藤

本

　
正

文

匿
名

春
井
　
な
る
み

匿
名

匿
名

山
本
　
佐
千
子

㈱
ポ
ー
ラ
化
粧
品

子
育
て
ひ
ろ
ば
ひ
だ
ま
り

佐
用
工
場

㈱
三
日
月
運
送

ア
ン
パ
ン
マ
ン
グ
ル
ー
プ

㈱
碧
木
商
店

匿
名

小

山

匿
名

佐

用

谷

本

　
　
学

乃
井
野

黒

﨑

　
文

子

〃

中

島

　
肇

子

○
古
切
手
、
そ
の
他
物
品

佐

用

小
林
　
佐
和
子

志

文

三
日
月

○
給
食
材
料

〃

湯

谷

　
明

男

匿
名
２
件

江
川
地
区
福
祉
連
絡
会

長

尾

船

曳

　
　
淳

○
福
祉
の
た
め
に

仁

位

山

口

　
博

巳

○
供
養
と
し
て

林

崎

鎌

内

　
良

憲

春

哉

匿
名

善意の心ありがとうございました。

金
銭
口
座

物
品
口
座

お
詫
び
と
訂
正

６
月
号
社
協
だ
よ
り
「
か

が
や
き
」
の
善
意
銀
行
に
お

い
て
、
団
体
名
の
記
載
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
深
く
お

詫
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
あ
す
か
観
光
バ
ス
（
合
）

↓

（
正
）
あ
す
か
観
光
バ
ス
（
同
）

佐用町社会福祉協議会では登録ヘルパーを募集しています
①応募資格：介護福祉士、介護職員実務者研修（旧ヘルパー１級／基礎研修）以上、介護職員初任者

研修（旧ヘルパー２級）以上

②年齢：７０歳以下 ③勤務時間：応相談 ④勤務形態：直行直帰（自宅から直接利用者宅へ訪問）

⑤賃金：時間給1,330円～（別途、介護職員等手当、交通費あり）

⑥応募方法：履歴書、資格証明（写）を本会事務局へ提出

⑦選考方法：書類選考及び面接選考の上、決定します（日時は、後日連絡します）

【申込・お問い合わせ先】総務係 ７８－１２１２

さよさよサービス運行中！！
通院や買い物など、みなさまの外出を応援します

予約専用電話 ７８－８０３４
※２週間前から利用日の前日午後３時までに電話予約してください。

但し、前日が土・日・祝日等の場合は、その前日が期日になります。

予約制

予約受付時間

運行時間
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さよう子ども食堂

「Full House」
さよう子育て支援センター

１１：３０～

９
子育てひろば
ひまわり
（プール）
南光地域福祉センター

１０：００～

ふれあいの里
交流（三日月、広
山、弦谷、南広）

三日月福祉拠点施設

１０：００～

子育てひろば
ひだまり
（親子リトミック）

三日月福祉拠点施設

１０：００～

給食サービス

８
給食サービス

８

２４

２

２５
子育てひろば
ひだまり
（プール）
三日月福祉拠点施設

１０：００～

給食サービス

２６

８／１３１

７

１０
オレンジカフェ
（癒しの音楽カフェ）

南光地域福祉センター

１３：３０～

１７
無料弁護士相談
三日月福祉拠点施設

１３：００～

土曜日
５
さよう子ども食堂

「Full House」
さよう子育て支援センター

１１：３０～

１２１１
給食サービス

１８
給食サービス

１９
ふれあい喫茶
「とも」
川原町公民館
９：００～

ふれあい喫茶
「あえーる」
南光文化センター

９：００～

子育てひろば
ひだまり
（親子リトミック）

三日月福祉拠点施設

１０：００～

給食サービス

喫茶であい
三日月地域交流センター

１０：００～

３０

６

９
子育てひろば
ひまわり
（七夕会）
南光地域福祉センター

１０：００～

喫茶であい
三日月地域交流センター

１０：００～

１６

２３

１４

２１

２７

３

給食サービス

１５
給食サービス

２２

２８

４

給食サービス

２９
給食サービス

５

６

１３

２０

ふれあいカレンダー（７月）
日曜日

６／２９

月曜日
３０

火曜日
７／１
給食サービス

水曜日
２
ふれあいの里
交流（乃井野、西
市、新宿、島脇、久

保）

三日月福祉拠点施設

１０：００～

木曜日
３

金曜日
４

７

給食サービス
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町民ペンリレー（№235） 

四方田
よ ほ だ

 尚
なお

大
ひろ

 さん（２８歳） 
（佐用町佐用） 

質問：自己紹介をしてください。 

答え：ダスキン佐用に勤めています。 

質問：趣味・特技はなんですか？ 

答え：小学校・高校・大学と 13年間はソフトボール、中学 

は野球をしていたので、球技は今でも好きです。今は、 

車で全国を回ることを楽しんでいます。 

質問：日頃から心がけていることはありますか？ 

答え：お客様や友人となるべく交流したり、明るく元気に挨 

   拶して“常に笑顔”を人一倍心掛けています。 

質問：好きな言葉はありますか？ 

答え：『沈む瀬あれば、浮かぶ瀬あり』です。 

質問：最近、気になっていることはありますか？ 

答え：最近、ゴールデンカムイを見たので、北海道の歴史が気になっています。 

質問：社協に望むことはありますか？ 

答え：こういった町民の紹介やボランティア活動（災害ボランティア等）の発信や参加を、今後もよろ 

しくお願いします。私も積極的に協力させていただきます。 

 

前回の 藤本 晴妃 さんからのメッセージ：「会社共々、どうぞよろしくお願いいたします。」 

この広報紙は共同募金配分金の一部で作られています。 

佐用町社会福祉協議会は、町民のみなさんからお寄せいただいた会費や寄附金、共同募金配分金、県や町

からの補助金・受託金、自主運営事業の報酬等を財源として運営しています。みなさんからお預かりした会

費等は、下記事業等で有効に活用しており、地域福祉を推進するための貴重な財源となっています。 

今年も７月を強化月間として、自治会長のご協力をいただきながら、社協会員加入のお願いをいたして

おりますので、格別のご理解ご協力をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

【社協会費の主な使い道】 

  ・福祉委員活動の推進 

  ・ボランティアセンターの運営 

  ・高齢者のつどい 

  ・小地域福祉活動の推進 

  ・理事会や評議員会の運営事務費  など 

※３口以上の方は、賛助会員とさせていただきます。 

※社協会員への加入は、あくまでも任意のものであり、 

強制ではありません。 

一般会費 １口 １,０００円 

もっと住みやすいまちにするために、みなさまのあたたかいご協力をお願いします！ 


